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県
漁
連
の
令
和
八
年
度
通
常
総
会

が
、
六
月
二
十
三
日
に
新
潟
県
水
産
会

館
二
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
漁
協
役
職
員
永
年
勤
続
者
表

彰
対
象
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
会
の
議
長
に
佐
渡
漁
協
の
寺
尾
代

表
理
事
組
合
長
が
選
出
さ
れ
審
議
に
移

り
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告
、
令
和
八

年
度
事
業
計
画
等
の
報
告
が
行
わ
れ
、

全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。◇

事
業
の
状
況

令
和
七
年
度
に
お
け
る
当
連
合
会
の

実
施
し
た
事
業
と
し
て
、
事
業
部
門
ご

と
の
実
績
の
う
ち
購
買
事
業
の
石
油
部

門
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や

中
東
な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
に
よ
る
関
税
政
策
、
二
月
に
は

イ
ス
ラ
エ
ル
と
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ン
核

施
設
へ
の
攻
撃
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ

る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
な
ど
資
源
調
達

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
原

油
価
格
は
値
動
き
の
大
き
い
展
開
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
全
漁
連
を

は
じ
め
と
す
る
仕
入
先
と
可
能
な
限
り

価
格
交
渉
を
行
い
、
安
定
供
給
に
努
め

ま
し
た
結
果
、
上
・
中
・
下
越
地
区
会

員
に
対
す
る
取
扱
い
に
加
え
、
員
外
利

用
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
で
数
量
八
五
・
三
％
、
金
額
八
五
・

七
％
の
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

資
材
部
門
で
は
、
釣
具
類
、
包
装
資

材
類
及
び
そ
の
他
資
材
類
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
魚
箱
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
対
比
金
額
で
一
〇
一
・
〇
％
と

な
り
ま
し
た
。

製
氷
冷
凍
事
業
の
凍
氷
で
は
、
上
・

中
越
地
区
で
の
取
り
扱
い
が
減
少
し
た

も
の
の
、
冷
餌
料
に
お
い
て
は
、
篭
漁

に
使
用
す
る
冷
凍
サ
ン
マ
・
ニ
シ
ン
等

の
扱
い
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年

度
対
比
金
額
九
八
・
五
％
と
な
り
ま
し

た
。販

売
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
場

扱
い
の
ナ
ン
バ
ン
エ
ビ
、
カ
レ
イ
類
が

減
少
し
た
も
の
の
、
タ
イ
・
ワ
ラ
サ
・

サ
バ
、
刺
し
網
漁
で
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

県
外
出
荷
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
販
売
事
業
全
体
で
は
、
前

年
度
対
比
金
額
で
一
〇
二
・
八
％
と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
指
導
事
業
は
、
会
員
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
県
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
基
、
漁
協
組
織
強
化
・
漁
業
資

源
回
復
・
漁
業
就
業
者
確
保
及
び
育

成
・
燃
油
高
騰
対
策
・
浜
の
担
い
手
漁

船
リ
ー
ス
事
業
推
進
等
に
つ
い
て
、
県

並
び
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
積
極

的
な
事
業
展
開
に
努
め
た
こ
と
に
加

え
、
昨
年
八
月
に
東
電
福
島
第
一
原
発

か
ら
海
洋
放
出
さ
れ
た
ア
ル
プ
ス
処
理

水
へ
の
風
評
被
害
対
策
と
一
部
魚
種
の

禁
輸
措
置
に
係
る
漁
業
被
害
へ
の
対
応

を
積
極
的
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
問
題
に
つ

い
て
は
注
視
し
、
会
員
各
位
と
の
情
報

の
共
有
と
ア
ル
プ
ス
基
金
事
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
と
致

し
ま
し
て
、
第
三
次
中
期
経
営
計
画
に

基
づ
き
、
漁
業
者
が
直
面
し
て
い
る
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
践
に
向

け
た
運
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と

も
に
、
経
営
強
化
の
観
点
か
ら
事
業
管

理
費
等
の
削
減
を
図
る
な
ど
健
全
な
運

営
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
結
果
、
経
済
事
業
総
取
扱
高
は
二

〇
億
五
、八
五
〇
万
円
、
事
業
利
益
二
、

九
六
二
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金

三
、六
九
四
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
の
事
業
の
状
況
は
以
上

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
効
率
的
な
事
業

の
展
開
と
会
員
へ
の
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
健
全
な
事
業
運
営
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
会
員
並
び
に

関
係
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

令
和
八
年
度
系
統
団
体
通
常
総
会
（
定
時
会
員
総
会
・

�

定
例
総
会
・
事
業
実
績
報
告
会
）
開
催

未来を拡く、広域漁協
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当
年
度
の
決
算
に
係
る
事
業
実
績
等

報
告
会
は
、
去
る
六
月
二
十
三
日
に
新

潟
県
水
産
会
館
大
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
、
以
下
の
と
お
り
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

東
日
本
信
漁
連
が
設
立
さ
れ
、
第
五

事
業
年
度
と
な
る
令
和
七
年
度
は
、
東

日
本
信
漁
連
合
併
時
に
策
定
し
た
広
域

再
編
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
理

念
・
基
本
方
針
に
基
づ
き
経
営
の
安
定

運
営
と
効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。
当
年

度
に
お
い
て
も
、
自
然
災
害
の
猛
威
は

ま
す
ま
す
勢
い
を
強
め
、
当
管
内
で
は

記
録
的
な
暴
風
雨
や
豪
雨
、
山
林
火
災

等
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
し
た
皆
様
に
対
し
て
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当

連
合
会
に
お
い
て
も
最
大
限
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

経
済
・
金
融
環
境
に
つ
い
て
は
、
米

価
等
食
料
品
価
格
の
高
騰
を
主
因
と
し

て
消
費
者
物
価
は
前
年
比
三
％
前
後
の

上
昇
が
継
続
し
ま
し
た
。
日
銀
は
イ
ン

フ
レ
継
続
や
賃
金
上
昇
を
背
景
に
利
上

げ
を
実
施
し
、
政
策
金
利
は
約
三
十
年

ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。
株
式

市
場
に
お
い
て
は
Ａ
Ｉ
関
連
の
活
況
等

に
よ
り
日
経
平
均
株
価
は
史
上
初
の
五

万
円
台
を
突
破
し
ま
し
た
が
、
米
国
の

関
税
政
策
や
特
に
中
東
に
お
け
る
情
勢

不
安
が
非
常
に
大
き
な
リ
ス
ク
要
因
と

し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
連
合
会
と
し
て
は
「
金
利
あ
る

世
界
」
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
事
業

運
営
モ
デ
ル
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。

漁
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
海
水
温
の

上
昇
、
海
流
の
変
動
等
、
近
年
の
海
洋

環
境
の
変
化
は
著
し
く
、
数
年
ぶ
り
の

ス
ル
メ
イ
カ
豊
漁
に
よ
り
緊
急
的
な
漁

獲
枠
の
増
枠
が
あ
っ
た
一
方
、
ホ
タ
テ

貝
等
の
養
殖
漁
業
に
お
い
て
、
へ
い
死

に
よ
り
大
き
な
被
害
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
資
源
量
の
減
少
等
に

よ
る
水
揚
げ
へ
の
影
響
が
継
続
し
た
こ

と
、
漁
業
資
材
や
燃
料
費
の
高
騰
等
、

漁
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
口
減
少
、
過
疎
化
に

よ
る
地
域
の
衰
退
と
い
っ
た
社
会
的
な

環
境
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
変
化
を
迎

え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
新
し
い
養
殖
技
術

の
獲
得
・
向
上
に
向
け
た
取
組
み
等
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
当
連
合

会
の
経
営
状
況
は
、
経
常
利
益
一
〇
四

三
百
万
円
（
事
業
計
画
対
比
＋
四
三
三

百
万
円
）、
当
期
剰
余
金
一
一
六
六
百

万
円
（
同
比
＋
七
二
九
百
万
円
）
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
貯
金
・
貸

出
と
も
に
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
浜
に
出
向
く
体
制
の
構
築
と
漁
業

金
融
機
能
の
強
化
に
取
組
む
こ
と
で
貯

金
七
一
六
二
億
円
（
同
比
△
一
九
三
億

円
）、
貸
出
金
一
四
三
五
億
円
（
同
比

＋
一
四
億
円
）
の
年
度
末
残
高
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

物
価
高
に
よ
る
影
響
も
あ
り
五
五
四
四

百
万
円
（
同
比
＋
一
一
四
百
万
円
）
の

着
地
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
は
福
島
県
信
漁
連
と
の
合
併

に
よ
り
更
な
る
事
業
基
盤
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
運
営

体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
深
め
、

経
営
の
効
率
性
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
漁
業
者
・
会
員
の
皆
様
へ
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

【
貯
蓄
推
進
業
務
】

年
二
回
の
貯
蓄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中

心
に
貯
蓄
推
進
活
動
を
展
開
し
た
も
の

の
、
市
中
金
利
上
昇
等
の
影
響
を
受

け
、
年
度
末
残
高
七
一
六
二
億
円
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
期
貯
蓄

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
寄
付
金
型
定
期
貯

金
を
販
売
し
、
お
預
か
り
し
た
実
績
の

〇
・
〇
二
％
相
当
額
を
（
公
財
）
漁
船

海
難
遺
児
育
英
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

【
貸
出
業
務
】

浜
に
出
向
く
体
制
と
し
て
、
役
職
員

一
体
と
な
っ
て
利
用
者
へ
の
訪
問
活
動

を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会

員
漁
協
や
大
規
模
漁
業
者
へ
の
大
口
資

金
需
要
へ
の
対
応
や
、
生
活
ロ
ー
ン
の

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
等
に
取
組
む

こ
と
で
、
年
度
末
残
高
一
四
三
五
億
円

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

新
潟
支
店

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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日
本
漁
船
保
険
組
合
新
潟
県
支
所
の

事
業
実
績
等
報
告
会
が
六
月
二
十
三
日

に
新
潟
県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

◎
事
業
の
概
要

令
和
七
年
度
は
、
国
際
情
勢
の
不
透

明
感
や
物
価
上
昇
、
燃
油
・
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
漁
業
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
観
光

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
に
伴

い
、
水
産
物
の
消
費
拡
大
な
ど
明
る
い

兆
し
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
漁
船
保
険
組
合
で
は
、
漁
家
経
営

を
支
え
る
制
度
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
令
和
八
年
度
も
特
別
準
備
金

を
活
用
し
た
各
種
支
援
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
保
険
事
業

普
通
保
険
の
加
入
隻
数
は
二
、一
九

五
隻
で
前
年
比
三
二
隻
減
、
保
険
金
額

は
一
一
五
・
六
億
円
で
五
・
六
億
円
の

減
、
純
保
険
料
は
約
一
・
四
三
億
円
で

一
三
八
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
、
漁
業
者
の
高
齢
化
や
漁

船
の
高
船
齢
化
に
伴
う
廃
業
等
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
支
払
保
険
金

は
三
〇
四
件
で
前
年
比
六
件
の
微
増
、

支
払
額
は
約
一
・
二
六
億
円
と
、
概
ね

例
年
並
み
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

漁
船
船
主
責
任
保
険
（
基
本
損
害
）

の
加
入
隻
数
は
普
通
保
険
と
同
じ
く

二
、一
九
五
隻
、
保
険
金
額
は
約
四
、五

五
二
・
五
億
円
で
前
年
比
六
九
・
七
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
隻
当
た
り

の
平
均
保
険
金
額
は
約
二
億
円
で
、
全

国
平
均
の
約
六
・
七
億
円
と
の
差
は
依

然
と
し
て
大
き
く
、
引
き
続
き
保
険
金

額
の
増
額
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

◎
特
別
準
備
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た

事
業

事
故
防
止
対
策
事
業
で
は
、
令
和
三

年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
保
険
期

間
中
に
無
事
故
で
あ
っ
た
漁
船
へ
の
無

事
戻
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
ほ
か
、
漁

船
保
険
帽
子
の
配
布
、
県
内
二
地
区
で

の
事
故
防
止
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
佐
渡
地
区
の
七
十
一
隻
を

対
象
に
機
関
の
整
備
点
検
を
実
施
し
、

費
用
の
全
額
を
支
給
し
た
ほ
か
、
Ａ
Ｉ

Ｓ
搭
載
船
三
十
七
隻
に
対
し
て
保
険
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。
普
及
宣
伝

事
業
で
は
、
新
潟
市
お
よ
び
佐
渡
市
で

漁
協
担
当
者
研
修
会
を
開
催
し
、
継
続

加
入
者
へ
標
語
入
り
タ
オ
ル
を
配
布
し

ま
し
た
。

◎
令
和
八
年
度
事
業
計
画

令
和
八
年
度
の
普
通
保
険
の
引
受
目

標
は
二
、一
四
三
隻
、
保
険
金
額
一
一

四
・
六
億
円
と
い
た
し
ま
し
た
。
加
入

隻
数
は
、
廃
業
等
に
よ
る
自
然
減
を
踏

ま
え
、
前
年
度
比
で
概
ね
三
％
の
減
少

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
未
加
入
船

へ
の
加
入
促
進
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
故
防
止
や
設
備
支
援
な
ど
を
通
じ

て
、
漁
業
者
の
安
全
操
業
と
経
営
の
安

定
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
漁
船
保
険
事
業
は
、
漁
業

協
同
組
合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

の
皆
様
、
漁
船
の
整
備
、
修
繕
に
携
わ

る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
支

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
関

係
者
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
制

度
の
使
命
を
果
た
し
、
漁
業
の
持
続
的

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
漁
船
保
険
組
合　
新
潟
県
支
所

気象聞いたか、備えはよいか
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全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
の
通
常
総

会
が
、
六
月
三
十
日
に
東
京
都
台
東
区

の
㈱
オ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
組
織
で
は
、
令
和
七
年
度
第
二

回
理
事
会
で
、
令
和
十
二
年
七
月
ま
で

に
支
所
統
合
を
終
え
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
の
各
支
所
が
令
和

九
年
七
月
に
統
合
し
、
令
和
十
年
九
月

に
は
北
陸
支
所
（
金
沢
市
）
と
新
潟
出

張
所
の
二
カ
所
に
再
編
す
る
こ
と
が
、

各
支
所
の
運
営
委
員
会
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
統
合
に
係
る
業
務
や
課

題
等
の
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
の
国
内
経
済
に
つ
い

て
、
賃
金
は
上
昇
し
た
も
の
の
物
価
上

昇
で
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

景
気
は
伸
び
悩
む
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
国
外
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や

中
東
情
勢
に
加
え
て
日
中
関
係
の
悪
化

等
に
よ
っ
て
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

国
内
水
産
業
で
は
、
魚
価
は
前
年
並

み
の
高
値
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
燃
油

や
漁
業
資
材
の
高
騰
等
に
よ
っ
て
、
厳

し
い
経
営
環
境
が
続
き
ま
し
た
。
ま

た
、
海
水
温
の
上
昇
や
黒
潮
大
蛇
行
の

終
息
に
よ
っ
て
、
魚
種
や
漁
場
等
が
変

化
し
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
再
放
流
」
や
「
小
型
イ
カ
釣
り

漁
業
の
採
捕
停
止
」
が
操
業
に
影
響

し
、
資
源
管
理
の
難
し
さ
が
問
題
に
な

り
ま
し
た
。

本
県
水
産
業
で
は
、
資
源
の
減
少
、

後
継
者
不
足
等
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
前
年
並
み
の
水
揚
額
（
属
地
）
を

維
持
し
ま
し
た
。
魚
種
別
で
は
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
は
増
加
し
た
も
の
の
、
ス
ル
メ

イ
カ
、
秋
サ
ケ
、
寒
ブ
リ
が
三
年
続
け

て
不
漁
に
な
り
、
特
に
秋
サ
ケ
は
増
殖

事
業
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
化
に

よ
っ
て
北
方
系
魚
種
が
減
少
傾
向
と
な

り
、
こ
れ
ら
を
漁
獲
し
て
い
る
漁
業
者

に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
潟
支
所
で

は
、
後
継
者
や
新
規
就
業
者
、
加
え
て

経
営
改
善
や
海
洋
環
境
の
変
化
に
応
じ

た
取
組
等
に
つ
い
て
、
漁
業
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
継
続
し
、
金
融
機
関
と

協
力
し
て
本
県
水
産
業
の
振
興
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
潟
支
所
の
事
業
概
要

令
和
七
年
度
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

保
証
件
数
が
八
件
減
少
し
て
八
十
四
件

と
な
り
、
保
証
額
は
四
千
三
百
九
十
五

万
円
減
少
し
て
三
億
六
千
五
百
三
十
四

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
年
度
末

の
保
証
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
二
千
四

百
二
十
九
万
円
増
加
し
て
十
九
億
九
千

八
百
四
十
九
万
円
と
な
り
、
平
成
年
代

以
降
の
最
高
額
を
更
新
し
ま
し
た
。

保
証
料
収
入
は
前
年
度
よ
り
三
十
六

万
円
増
加
し
て
千
三
百
八
十
五
万
円
と

な
り
、
有
価
証
券
の
運
用
益
収
入
は
前

年
度
よ
り
二
万
円
増
加
し
千
四
百
九
十

一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

求
償
権
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
四
十

五
万
円
を
回
収
し
、
年
度
末
の
求
償
権

残
高
は
千
八
百
九
十
五
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

費
用
面
で
は
、
施
設
費
等
が
増
加
し

た
も
の
の
、
職
員
に
係
る
経
費
が
減
少

し
た
た
め
、
事
業
管
理
費
が
前
年
度
よ

り
四
百
五
十
二
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
に
計
画
し
て
い
た

代
位
弁
済
が
令
和
八
年
度
に
持
ち
越
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
期
剰
余
金
を

百
十
八
万
円
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

新
潟
支
所
の
組
織
体
制

六
月
三
十
日
の
通
常
総
会
及
び
翌
日

の
理
事
会
に
お
い
て
新
役
員
が
選
任
さ

れ
、
新
潟
支
所
か
ら
副
理
事
長
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
所
運
営
委
員
の

改
選
も
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
理
事
長

か
ら
委
員
の
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。

副
理
事
長　
　

安
澤　
　

弥

《
職
員
》

課　
　

長　
　

一
箭　

義
貴

主　
　

任　
　

高
橋　

亜
子（
昇
任
）

《
運
営
委
員
会
》

運
営
委
員　
　

寺
尾　

和
弥

　

〃　
　
　

本
間　

智
晴

　

〃　
　
　

小
林　

友
衛

　

〃　
　
　

末
武　

嗣
朗

　

〃　
　
　

樋
口　

雄
一

　

〃　
　
　

富
樫　
　

聰

　

〃　
　
　

本
間　
　

勉

　

〃　
　
　

大
門　

燈
一

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会　
新
潟
支
所

競争から共存共栄へ
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六
月
二
十
三
日
、
水
産
会
館
に
お
い

て
、
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
上
越
市

漁
協
の
仲
田
組
合
長
が
議
長
と
な
り
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
役
員
の
補
欠
選
任
も
承
認
さ
れ
、

次
の
役
員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

会
長
理
事　

寺
尾　

和
弥（
漁
連
会
長
）

専
務
理
事　

藤
田　

利
昭（
員　
　

外
）

理　
　

事　

本
間　

智
晴（
新
潟
県
）

〃
（
新
）　

伊
藤　

幸
夫（
村
上
市
）

〃
（
新
）　

古
平　
　

明（
糸
魚
川
市
）

　

〃　
　

末
武　

嗣
朗（
佐
渡
市
）

　

〃　
　

内
藤　

良
治（
出
雲
崎
町
）

　

〃　
　

葛
西　

澄
人（
大
倉
漁
業
）

　

〃　
　

磯
谷　

光
一（
上
越
漁
協
）

　

〃　
　

土
屋　

貞
男（
新
潟
漁
協
）

　

〃　
　

水
野　

信
明（
姫
津
漁
協
）

　

〃　
　

村
山　

賢
二（
内
漁
連
）

　

〃　
　

皆
川　

雄
二（
魚
沼
漁
協
）

　

〃　
　

丸
山
チ
カ
子（
県
女
性
連
）

監　
　

事　

小
林　

友
衛（
新
潟
市
）

　

〃　
　

小
池　

正
容（
内
浦
漁
協
）

　

〃　
　

佐
藤　

克
雄（
三
面
川
漁
協
）

　

〃　
　

岡
田　

成
弘（
員　
　

外
）

◇
事
業
概
要
と
決
算

当
協
会
の
業
務
は
、「
栽
培
漁
業
の

推
進
」、「
漁
港
漁
場
整
備
の
促
進
」、

そ
し
て
「
水
産
振
興
基
金
の
運
用
益
を

活
用
し
た
助
成
事
業
」
の
三
つ
の
柱
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
漁
業
で
は
、
令
和
七
年
度
も
ヒ

ラ
メ
、
ア
ユ
の
種
苗
生
産
・
配
布
・
放

流
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
の
斡
旋
・
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
は
、
村
上
事
業
所

で
生
産
し
た
全
長
五
〇
～
八
〇
㎜
以
上

の
種
苗
約
二
〇
万
尾
を
県
内
の
漁
協
等

に
配
布
・
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北

海
道
か
ら
富
山
県
ま
で
の
広
域
資
源
造

成
支
援
事
業
を
受
託
し
、
共
同
で
六
万

尾
の
種
苗
を
放
流
し
ま
し
た
。

ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
内
水
面
の
関
係

漁
協
に
中
間
育
成
用
の
種
苗
一
三
六
万

尾
を
出
荷
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ア
ワ
ビ
種
苗
二
十
七
万

個
、
サ
ザ
エ
種
苗
七
万
個
、
ク
ル
マ
エ

ビ
種
苗
十
一
万
尾
を
県
外
か
ら
購
入

し
、
漁
業
関
係
者
に
配
付
し
て
い
ま

す
。漁

港
漁
場
整
備
に
関
し
て
は
、
北
日

本
地
区
漁
港
漁
場
協
議
会
を
新
潟
県
で

開
催
し
ま
し
た
。
水
産
庁
、
全
国
協
会

及
び
秋
田
県
か
ら
石
川
県
ま
で
の
関
係

者
約
四
〇
名
が
参
集
し
、
国
へ
の
要
請

等
を
協
議
し
ま
し
た
。
下
関
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
漁
港
漁
場
大
会
に
は
、
会

長
は
じ
め
五
名
で
出
席
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
十
一
月
に
は
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
・
海
岸
整
備
の
促
進
に
関
す
る
提
言

を
国
へ
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
他
に
、
県
内
各
地
で
、
漁
港

や
漁
場
そ
し
て
海
岸
の
清
掃
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
を
支
援
す
る
事
業

も
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。

基
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
不
安
定

な
金
融
情
勢
の
中
で
し
た
が
、
円
安
が

継
続
し
た
こ
と
、
高
利
回
り
の
商
品
を

購
入
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
収
益
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
運
用
・
売
却
益

は
昨
年
よ
り
千
四
百
万
円
多
い
、
七
千

八
百
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
も
厳
し
い
経
済
状
況

が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
収
益
は
、
公
益
目
的
事
業
継
続
準

備
資
産
と
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
運
用
益
を
活
用

し
た
助
成
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
漁
協
指
導
、
魚
食
普
及
の
推

進
、
漁
場
環
境
の
保
全
や
漁
業
後
継
者

育
成
に
携
る
団
体
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
取

り
組
む
団
体
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
加
え
、
例
年
ど
お
り
、
サ
ク
ラ
マ

ス
資
源
の
増
殖
活
動
に
対
す
る
助
成
事

業
も
実
施
し
ま
し
た
。

以
上
の
取
組
み
を
実
施
す
る
中
で
、

令
和
七
年
度
の
決
算
は
、
経
費
の
節

減
、
基
金
の
運
用
が
順
調
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
栽
培
漁
業
に
か
か
る
物
価
高
騰

な
ど
に
よ
り
経
費
が
増
大
し
た
も
の

の
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
経
常
収
支
は

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
に
お
い
て
も
、
不
透
明

な
経
済
情
勢
の
中
で
収
支
予
算
の
見
込

み
が
た
ち
に
く
い
状
況
で
す
が
、
七
年

度
と
同
様
の
事
業
に
助
成
す
る
計
画
で

す
。
水
産
業
界
全
体
が
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
る

中
、
本
協
会
の
使
命
で
あ
る
本
県
水
産

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
よ
う
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
公
社
）新
潟
県
水
産
振
興
協
会

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合　

新
潟
県

事
務
所
の
実
績
等
報
告
会
は
、
去
る
六

月
二
十
三
日
、「
新
潟
県
水
産
会
館
」
大

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
事
業
概
況
）

令
和
七
年
度
の
本
県
を
取
り
巻
く
漁

業
状
況
は
、
主
要
魚
種
で
あ
る
ブ
リ
・

サ
ケ
等
の
不
振
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
採
捕

停
止
命
令
、
ま
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
下
げ

止
め
特
例
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
る
こ

と
な
ど
大
変
目
ま
ぐ
る
し
い
年
度
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
ぎ
ょ

さ
い
」
と
「
積
立
ぷ
ら
す
」
は
漁
業
者

に
十
分
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
よ
り
一
層
の
浸
透
と
定
着
を
期

し
、
国
・
地
方
自
治
体
・
漁
協
系
統
団

体
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
組
織
一

丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
普
及
推
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
漁
業
共
済
の
契
約
実
績

は
共
済
金
額
で
約
五
十
三
億
二
千
万
円

（
前
年
対
比
九
十
六
％　

一
億
九
千
九

百
万
円
の
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま

き
網
漁
業
、
か
に
か
ご
漁
業
、
え
び
か

ご
漁
業
で
の
休
廃
業
や
主
力
魚
種
の
不

振
か
ら
く
る
自
然
減
の
影
響
で
伸
び
悩

む
厳
し
い
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
積
立

ぷ
ら
す
の
引
受
実
績
は
、
漁
業
者
積
立

額
約
四
億
四
千
四
百
万
円
（
前
年
対
比

九
二
％
）
で
約
三
千
八
百
万
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続

き
大
変
な
年
度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

漁
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
各
位

の
ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

一
方
、
支
払
い
の
状
況
は
、
漁
業
共

済
全
体
で
約
一
億
六
千
万
円
（
前
年
対

比
九
十
一
％　

約
一
千
六
百
万
円
の
減

少
）
と
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
漁

獲
共
済
の
支
払
い
で
は
、
定
置
漁
業
で

主
力
魚
種
で
あ
る
ブ
リ
・
サ
ケ
の
不
振

が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
支
払
額
が

高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
積
立
ぷ
ら
す
の
払
戻
は
、
払
戻
額

約
十
億
二
千
万
円
（
前
年
対
比
七

五
％
）
と
な
り
漁
業
共
済
と
積
立
ぷ
ら

す
の
支
払
い
を
合
わ
せ
る
と
十
一
億
八

千
万
円
と
大
き
な
額
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
主
力
魚
種
の
不
漁
や
異
常
気
象

の
影
響
、
燃
油
の
供
給
不
安
、
資
材
の

高
騰
な
ど
安
心
で
き
な
い
状
況
は
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
漁
業
経

営
の
助
け
と
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
良
い

制
度
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
基
本
方
針
）

我
が
国
の
漁
業
は
、
気
候
変
動
や
国

際
情
勢
の
変
化
等
の
影
響
も
あ
り
、
主

要
魚
種
の
資
源
減
少
や
養
殖
水
産
物
の

大
量
斃
死
、
漁
業
就
業
者
の
減
少
や
高

齢
化
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
、
外
国
漁

船
の
違
法
操
業
、
燃
油
・
飼
料
価
格
の

高
止
ま
り
等
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
直
近
で
は
、
イ
ラ

ン
情
勢
を
受
け
燃
油
の
価
格
や
安
定
供

給
に
不
安
が
生
じ
て
お
り
、
漁
業
経
営

や
漁
協
・
漁
村
は
依
然
と
し
て
不
安
定

な
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
伴
う

中
国
等
に
よ
る
水
産
物
の
輸
入
制
限
措

置
に
つ
い
て
は
、
中
国
は
自
国
の
食
品

安
全
基
準
に
合
致
し
た
日
本
産
水
産
物

の
輸
入
を
再
開
す
る
と
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
り
再

び
停
滞
し
、
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
漁
業
環
境
を
踏

ま
え
、
国
は
漁
業
経
営
を
支
え
る
「
漁

業
収
入
安
定
対
策
事
業
（
積
立
ぷ
ら

す
・
掛
金
追
加
補
助
）」
に
対
し
て
前

年
度
の
三
百
八
十
五
億
円
に
続
き
、
令

和
七
年
度
補
正
予
算
と
令
和
八
年
度
予

算
で
計
三
百
四
十
三
億
円
を
確
保
し
、

基
金
の
積
み
増
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

国
は
水
産
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

漁
業
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
拡

大
や
Ｉ
Ｑ
管
理
の
導
入
を
図
る
と
同
時

に
、
複
数
の
漁
法
等
に
よ
る
複
合
的
な

漁
業
へ
の
転
換
を
含
む
漁
船
漁
業
の
構

造
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
ぎ
ょ

さ
い
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
五
月

に
漁
業
災
害
補
償
法
が
改
正
・
公
布
さ

れ
、
政
省
令
告
示
改
正
と
と
も
に
令
和

七
年
十
月
及
び
令
和
八
年
四
月
か
ら
施

行
、
制
度
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運

営
の
確
保
と
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
二
以
上
の
漁

業
種
類
を
一
括
し
て
対
象
と
す
る
複
合

漁
業
契
約
方
式
や
、
共
済
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
漁
業
の
生
産
金
額
を
主

契
約
の
生
産
金
額
に
算
入
す
る
こ
と
が

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

�

新
潟
県
事
務
所

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！
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で
き
る
生
産
金
額
追
加
特
約
を
創
設
し

た
ほ
か
、
養
殖
共
済
に
お
い
て
は
網
い

け
す
単
位
で
の
損
害
状
況
に
応
じ
て
支

払
う
特
約
な
ど
の
新
た
な
補
償
の
仕
組

み
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
一
方
、「
積
立
ぷ
ら
す
」
に
つ
い

て
は
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
下
止
め
特
例
」

が
令
和
七
年
度
か
ら
段
階
的
に
廃
止
さ

れ
て
い
る
こ
と
へ
の
見
直
し
に
引
き
続

き
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
事
業
計
画
）

引
き
続
き
、
普
及
推
進
を
展
開
す
る

も
の
と
し
、
本
年
度
加
入
計
画
「
ぎ
ょ

さ
い
」
で
共
済
金
額　

五
十
六
億
六
百

万
円
、「
積
立
ぷ
ら
す
」
で
漁
業
者
積

立
額　

四
億
四
百
万
円
を
設
定
し
、
そ

の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。今

後
も
、
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
ぎ
ょ
さ
い
」
と

「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
果
た
す
役
割
へ
の

漁
業
関
係
者
の
期
待
は
引
き
続
き
非
常

に
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
漁
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
国
、

地
方
自
治
体
、
漁
協
系
統
、
漁
業
者
団

体
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
浸

透
・
定
着
さ
せ
、
漁
業
経
営
の
安
定
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

発泡スチロール容器の特徴
水産物用製品
・鮮魚用発泡スチロール容器

・活けす函・マグロ保冷輸送箱

・塩干物用発泡スチロール容器

主な取り扱い製品

加工食品用製品
・加工食品用発泡スチロール容器

・お土産用発泡スチロール容器

農産物用製品

保冷･保温､保護効果､軽量､防水､成型が容易､省資源の6つの
特徴が有ります｡発泡スチロールはリサイクル特性に優れ、
生産から再利用までのプロセスでエネルギー消費も
少ない持続的発展が可能な循環型社会に適応した素材です。

・各種包装資材 ・漁業フロート

・青果用発泡スチロール容器

・アスパラガス用発泡スチロール容器
・水耕栽培定植パネル

・イチゴ高設栽培ベッド

その他製品

TEL (025)278-7376 ・ FAX (025) 278-7393

 新潟営業所
新 潟 営 業 所 〒950-0078 新潟市中央区万代島1番8号(北冷ﾓｰﾙﾄﾞ株式会社内)

福岡・長崎・鹿児島

本    社 〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内1丁目17番19号   ｷﾘｯｸｽ丸の内ﾋﾞﾙ3階

TEL (052)221-5411(代) FAX (052)221-6933

(営 業 所) 道央・道南・道北・道東・青森・宮城第一・宮城第二・関東・銚子

東京・神奈川・静岡・四国・名古屋・大阪・北陸・三重・広島
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六
月
二
十
三
日
、
新
潟
県
水
産
会
館

に
お
い
て
、
新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本

部
第
三
十
回
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、「
が
ん
ば
ろ
う
北

陸 

浜
の
応
援
団
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
被
災
さ
れ
た
漁
業
の
復

旧
・
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
も
の
で
、
昨
年
度
を
も
っ
て

終
了
し
ま
し
た
。
主
力
共
済
で
あ
る

「
チ
ョ
コ
ー
」
お
よ
び
「
く
ら
し
」
の

新
規
契
約
一
件
に
つ
き
百
円
を
義
援
金

と
し
て
拠
出
し
、
全
国
の
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

内
で
は
昨
年
度
に
約
四
十
三
万
円
を
漁

業
士
会
へ
贈
呈
し
、
本
年
度
も
約
四
十

五
万
円
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
被
災
地

に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

総
会
で
は
、
土
屋
推
進
本
部
会
長
が

議
長
を
務
め
、
令
和
七
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
令
和
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
の
令
和
七
年
度
事
業
報

告
で
は
、
長
期
共
済
の
新
規
実
績
が
二

十
七
億
二
千
二
十
万
円
と
な
り
、
保
有

高
二
百
五
十
九
億
二
千
九
百
九
十
万
円

を
確
保
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
浜
の
笑
顔
を
共
済
と
と

も
に
」
Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画
の
最
終

年
度
と
し
て
、「
浜
の
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
運
動
」
を
中
心
に
、
既
契
約
者

へ
の
保
障
内
容
の
確
認
や
契
約
内
容
の

適
正
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
短
期
共

済
は
三
百
四
十
九
億
三
千
二
百
三
十
六

万
円
と
な
り
、
支
払
共
済
金
は
事
故
共

済
金
や
満
期
共
済
金
、
ね
ん
き
ん
給
付

を
合
わ
せ
て
七
億
七
千
四
百
六
十
二
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
長
期
・

短
期
共
済
の
払
込
掛
金
総
額
は
五
億
七

千
十
六
万
円
余
り
と
な
り
、
漁
協
へ
の

付
加
収
入
と
し
て
二
千
九
百
六
十
八
万

円
余
り
を
交
付
し
、
組
合
員
の
暮
ら
し

の
保
障
と
漁
協
経
営
に
寄
与
し
ま
し

た
。第

二
号
議
案
の
令
和
八
年
度
事
業
計

画
で
は
、「
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
浜

の
未
来
へ 

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画
」

の
初
年
度
と
し
て
、
組
合
員
・
地
域
住

民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
保
障
提

案
を
通
じ
、
新
規
加
入
の
拡
大
と
保
障

内
容
の
充
実
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
心
施
策
と
し
て
二
〇
二
五
～
二
〇

二
九
年
度
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
運
動
方
針
と

し
て
機
関
決
定
さ
れ
た
「
浜
の
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
継
続
・
定
着
さ

せ
、
全
戸
訪
問
に
よ
る
保
障
点
検
や
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
提
案
を
実
施
し

ま
す
。

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
・

推
進
本
部
・
Ｊ
Ｆ
共
水
連
が
一
体
と
な

り
、
八
月
一
日
の
改
正
チ
ョ
コ
ー
を
基

軸
に
、「
終
身
共
済
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の

推
進
を
は
じ
め
、
こ
ど
も
共
済
お
よ
び

医
療
・
介
護
保
障
の
重
点
推
進
、
推
進

体
制
の
強
化
と
人
材
育
成
の
充
実
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、
事
業

量
目
標
の
必
達
と
保
有
契
約
量
の
維

持
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
月
次
数
量
・
行
動
計
画
管
理
の
徹
底
」

を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
事
業
量

目
標
の
達
成
は
も
と
よ
り
、
Ｊ
Ｆ
共
済

事
業
の
健
全
性
お
よ
び
信
頼
性
の
一
層

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
Ｊ
Ｆ
共
済
は
創
設
七
十
五

周
年
を
迎
え
、『
あ
り
が
と
う 

浜
と
歩

ん
だ
七
十
五
年　

こ
れ
か
ら
も
広
が
る

共
済
の
輪
』
の
も
と
、
次
の
百
年
に
向

け
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

両
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、
今
後
も
組
合
員
お
よ
び
地
域

住
民
の
暮
ら
し
の
保
障
（
補
償
）
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の

普
及
推
進
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

魚のたんぱく質と脂肪は、健康（長寿）の源
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令
和
八
年
度
新
潟
県
漁
業
士
会
の
通

常
総
会
が
四
月
十
一
日
（
土
）
新
潟
県

水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
会
長
の
挨
拶
後
、
本
間
水
産
課

長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
長

に
新
潟
漁
協
出
雲
崎
支
所
所
属
の
坂
下

博
孝
漁
業
士
が
選
任
さ
れ
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
役
員
選
任
に
つ
い

て
」、
二
年
間
の
任
期
が
終
了
し
新
役

員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。（
後
記
）

第
二
号
議
案
「
令
和
七
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
三

号
議
案
「
令
和
八
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
審
議
さ

れ
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
令
和
八
年
度
は
日
本
海
ブ

ロ
ッ
ク
漁
業
士
研
修
会
の
幹
事
県
と
し

て
担
当
す
る
こ
と
か
ら
県
内
漁
業
士
の

積
極
的
な
参
加
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
終
了
後
、
研
修
会
と
し
て
、

オ
ー
シ
ャ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
様
か
ら
『
漁
業
現
場
に
お
け
る

落
水
検
知
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
活
用
と
海
上

安
全
高
度
化
へ
の
貢
献
』、
株
式
会
社

タ
イ
ミ
ー
様
か
ら
『
現
場
が
ラ
ク
に
な

る
！
漁
業
者
の
た
め
の
タ
イ
ミ
ー
活
用

術
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。〈

新
役
員
〉

会　

長　
　

久
保
田
秀
長

副
会
長　
　

本
間　

浩
二

副
会
長　
　

寺
尾　

拓
弥

幹　

事　
　

坂
下　

博
孝

幹　

事　
　

脇
坂　
　

聡

幹　

事　
　

山
口　

大
喜

監　

事　
　

中
村　

勇
介

監　

事　
　

齊
藤　

洋
佑

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会
の

通
常
総
会
が
四
月
十
一
日
（
土
）
新
潟

県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
七
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
二

号
議
案
「
全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会
の

一
般
社
団
法
人
化
に
伴
う
加
入
（
案
）

に
つ
い
て
」、
第
三
号
議
案
「
令
和
八

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
」、
第
四
号
議
案
「
役

員
改
選
（
案
）
に
つ
い
て
」
協
議
が
行

わ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会
の
一
般
社

団
法
人
化
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
令

和
七
年
度
に
太
平
洋
側
で
漁
獲
量
が
急

激
に
積
み
あ
が
っ
た
こ
と
で
、
小
型
い

か
釣
り
漁
業
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
枠
が
超
過
し
た

こ
と
か
ら
十
一
月
よ
り
採
捕
停
止
命
令

が
発
出
さ
れ
、
本
県
も
冬
期
い
か
釣
り

の
操
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
今
後
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
迅

速
か
つ
正
確
な
報
告
や
行
う
事
業
の
明

確
化
に
よ
る
業
務
体
制
の
整
備
、
責
任

体
制
の
明
確
化
等
組
織
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
現
行
の
全
い
か
恊
を
発

展
的
に
改
編
し
、
一
般
社
団
法
人
と
し

て
位
置
付
け
組
織
体
制
の
在
り
方
を
改

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
は
山
形
県
、
富

山
県
、
石
川
県
、
本
県
で
構
成
さ
れ
る

四
県
合
同
会
議
の
幹
事
県
と
し
て
、
三

年
ぶ
り
に
現
地
開
催
と
し
、
二
〇
二
六

年
度
操
業
自
主
規
制
に
関
す
る
同
意
書

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
全
国
で
の

取
り
決
め
事
項
を
反
映
す
る
形
で
変
更

さ
れ
承
認
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
八
年
度
漁
期
も
引
き
続
き
漁
獲

量
の
積
み
上
が
り
を
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
ス
ル
メ
イ
カ
Ｔ
Ａ

Ｃ
の
十
日
毎
の
報
告
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
新
役
員
〉

会　

長　
　
　
　

村
尾　

長
則

副
会
長　
　
　
　

本
間　
　

勉

副
会
長（
新
）　　

弾
正　

明
良

幹　

事　
　
　
　

仲
田　

紀
夫

幹　

事　
　
　
　

津
畑　

和
義

幹　

事　
　
　
　

脇
坂
三
重
城

幹　

事（
新
）　　

白
瀬　

忠
文

幹　

事　
　
　
　

堺　
　

康
成

幹　

事　
　
　
　

森
川　

敏
幸

新
潟
県
漁
業
士
会

新会長
久
く
保
ぼ
田
た
秀
ひで
長
なが
さん

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会

都市、農山村の人々と交流を深め、活気あるよう漁村をつくろう
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四
月
二
十
一
日
㈫
新
潟
漁
協
岩
船
港

支
所
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
漁
業
資

源
を
守
る
会
の
第
一
回
役
員
会
が
開
催

さ
れ
、
来
賓
と
し
て
新
潟
県
水
産
課
、

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
か
ら
三
名
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
題
「
令
和
七
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第

二
号
議
題
「
令
和
八
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
」、
第
三
号
議
題
「
役
員
改
選
に

つ
い
て
」
第
一
号
議
題
か
ら
第
三
号
議

題
の
全
議
題
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
の
中
で
水
産
海
洋
研
究
所
池

田
主
任
研
究
員
よ
り
、
昨
年
に
続
き

「
下
越
海
域
に
お
け
る
赤
ア
マ
ダ
イ
の

成
長
と
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
」
や
主
な

底
魚
類
等
の
稚
魚
調
査
や
漁
獲
動
向
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
よ
り
試
験
的
に
改
良
型
の
板

曳
網
を
運
用
し
て
い
る
地
域
か
ら
情
報

提
供
が
あ
り
、
各
々
の
地
域
に
つ
い
て

も
漁
獲
動
向
等
の
意
見
交
換
が
盛
ん
に

さ
れ
た
こ
と
で
有
意
義
な
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
本
会
よ
り
中
東
情
勢
の
緊
迫

化
に
お
け
る
国
内
石
油
情
勢
に
つ
い
て

説
明
及
び
、
J
F
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

漁
業
用
燃
油
の
安
定
的
な
確
保
に
つ
い

て
説
明
し
、
本
役
員
会
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
原
案
に
あ
り
ま
し
た
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
、
各
漁
協
よ
り
十
三
名

が
推
薦
さ
れ
次
の
通
り
新
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

《
新
役
員
》

会　

長　
　

齊
藤　

洋
佑

副
会
長　
　

島
村　

榮
一

副
会
長　
　

鈴
木　

翔
太

副
会
長　
　

本
間　

明
治

幹　

事　
　

東
海
林
真
人

幹　

事　
　

井
村　

大
洋

幹　

事　
　

髙
木　

貴
弥

幹　

事　
　

三
須　

雅
貴

幹　

事　
　

松
門　

良
一

幹　

事　
　

本
間　

満
広

幹　

事　
　

神
丸　

俊
夫

相
談
役　
　

渡
邉　

裕
太

今
後
は
新
体
制
の
基
、
下
越
地
区
板

曳
漁
業
の
相
互
の
親
睦
及
び
研
鑽
を
図

る
と
と
も
に
自
ら
が
資
源
管
理
型
漁
業

の
促
進
に
寄
与
し
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

漁
業
資
源
を
守
る
会

第
一
回
役
員
会

新会長
齊
さい
藤
とう
　洋

よう
佑
すけ
さん
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人 事 往 来
新潟県水産関係人事異動（令和 8年 4月 1日付）

［水産課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

課長補佐兼漁港課長補佐 国際観光推進課　課長補佐 川 崎　　 誠
副参事（団体・企画係長） 内水面水産試験場　資源課長 吉 田　友 和
副参事（調整係長） 新潟海区漁業調整委員会　書記長代理 岸 原　達 也
団体・企画係　主査 主査（村上駐在所） 石 本　綾 子
調整係　主任 農業総合研究所食品研究センター　主任研究員 小 林　将 也
弥彦丸　通信長 水産海洋研究所越路丸　通信長 小 嶋　誠 武
内水面係　技師 佐渡地域振興局農林水産振興部　水産業普及指導員 安 藤　悠 太
内水面係　技師（新採用） 岩 淵　敦 也
団体・企画係　技師（新採用） 渡 辺　　 慧

［漁港課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

課長 糸魚川地域振興局地域整備部　部長 吉 田　仁 史
副参事（計画建設係長） 佐渡地域振興局地域整備部　河川・砂防課課長代理 増 田　　 宏
管理係　主査 農業総務課団体指導検査室検査第 １班　主査 土 肥　広 明
管理係　主事 環境政策課　主事 丸 山　梨 奈
計画建設係　技師（新採用） 羽 深　春 彦

［水産海洋研究所］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

海洋課長 佐渡地域振興局農林水産振興部（水産庁舎）　振興課長 野 瀬　　 哲
増殖環境課長 水産課　副参事（団体・企画係長） 大 西　健 美
総務課　主査 工業技術総合研究所総務課総務係　主査 大 西　洋 介
越路丸　通信長（兼水産海洋研主査） 水産課　弥彦丸通信長　 山 口　浩 志
増殖環境課　主任研究員 内水面水産試験場　主任研究員 中 嶋　一 恵
漁業課　主任研究員 増殖環境課　主任研究員 片 野　慶 一

［農業総合研究所食品研究センター］
水産加工食品科　技術専門幹 佐渡地域振興局農林水産振興部　副部長 海老名　　　秀

［内水面水産試験場］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

資源課長 水産課　副参事（調整係長） 渡 邉　泰 生
総務課　主任 長岡地域振興局健康福祉環境部 近 藤　和 男
養殖課　研究員 水産課内水面係　技師 上 村　佳 正
資源課　研究員 水産課団体・企画係　技師 川 上　諒 人

［佐渡地域振興局　農林水産振興部］　
新　所　属 旧　所　属 氏　名

副部長（水産振興担当） 水産海洋研究所　増殖環境課長 佐 藤　智 則
振興課長 漁港課　計画建設係長 池 田　大 悟
主事（水産） 地域整備部　主事 高 野　智 耶
水産業普及指導員 内水面水産試験場資源課　研究員 梅 田　　 樹

［転出者］　
新　所　属 旧　所　属 氏　名

教育庁福利課　課長補佐 水産課課長補佐兼漁港課長補佐 大 滝　信 道
工業技術総合研究所中越技術支援センター　主査 内水面水産試験場総務課　主任 木 村　和 浩
佐渡地域振興局農林水産振興部林業庶務課　庶務係長 佐渡地域振興局農林水産振興部漁政課　主査 原　　 大 和

［退職］　 旧　所　属 氏　名
漁港課長 高 橋　昌 芳
参事（海洋課長） 椛 澤　秀 行
水産課　副参事 山 口　裕 昭
漁業課専門研究員 丸 山　克 彦
水産海洋研究所総務課　主査 大 塚　美 紀
水産課弥彦丸　船舶員 入 口　博 人

大切な海、美しく豊かに
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農
林
水
産
部

水
産
課
　
団
体
・
企
画
係

技
師

こ
の
４
月
よ
り
水
産
課
団
体
・
企
画

係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、
渡
辺
慧

（
わ
た
な
べ
さ
と
る
）
と
申
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
の
新
採
用
で
あ
り
、
ま
だ

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
係
や
課
内
の
方
々
に
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、
水
産
指
導
普
及
員

と
し
て
県
の
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
な
が
ら
業
務

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

出
身
は
糸
魚
川
市
で
、
日
本
海
が
身

近
な
環
境
で
育
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
や

水
生
生
物
に
自
然
と
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
は
、
授

業
が
終
わ
る
と
友
人
と
海
へ
遊
び
に
行

く
こ
と
が
日
常
で
あ
り
、
そ
の
頃
に
芽

生
え
た
海
へ
の
関
心
は
冷
め
る
こ
と
な

く
、
大
学
で
も
水
産
関
係
の
学
科
に
進

学
し
、
よ
り
専
門
的
に
学
び
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
養
殖
魚

に
発
生
す
る
疾
病
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
研
究
に
取
り
組
み
、
魚
類
の
体
内
に

お
け
る
免
疫
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ

と
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。
研
究
生

活
を
通
じ
て
培
っ
た
「
気
に
な
る
こ
と

は
と
こ
と
ん
追
究
す
る
姿
勢
」
は
、
今

後
の
業
務
に
お
い
て
も
必
ず
活
か
せ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

佐
渡
地
域
振
興
局

農
林
水
産
振
興
部（
水
産
庁
舎
）

振
興
課
長

こ
の
四
月
よ
り
、
新
し
く
佐
渡
地
域

振
興
局
水
産
庁
舎
の
振
興
課
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
、
池
田
大
悟
で
す
。
佐
渡

で
の
業
務
は
、
新
採
用
だ
っ
た
平
成
十

四
～
十
七
年
度
の
四
年
間
、
水
産
庁
舎

で
普
及
員
と
し
て
勤
務
し
て
以
来
、
約

二
十
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
の

単
身
赴
任
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

以
前
勤
務
し
て
い
た
頃
の
顔
な
じ
み
の

漁
師
さ
ん
や
漁
協
の
職
員
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
と
て
も
心
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。

前
任
は
農
林
水
産
部
漁
港
課
計
画
建

設
係
で
、
漁
港
整
備
に
関
す
る
計
画
策

定
や
事
業
全
般
に
関
す
る
業
務
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
佐
渡
に
限
っ
た
話
で

は
な
い
で
す
が
、
漁
業
者
の
減
少
や
高

齢
化
に
伴
い
、
漁
港
を
利
用
す
る
漁
船

数
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
豊
か
な
自
然
や

漁
村
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
の
価
値
や

魅
力
を
活
か
し
た
「
海
業
」
の
取
組
の

促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
業
と
は
、「
海
や
漁
村
の
地
域
資

源
の
価
値
や
魅
力
を
活
用
す
る
事
業
で

あ
っ
て
、
国
内
外
か
ら
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
に
ぎ

わ
い
や
所
得
と
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
も
の
」（
水
産
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）
で
あ
り
、
漁
港

に
お
い
て
も
、
地
域
の
理
解
と
協
力
の

下
、
漁
業
上
の
利
用
を
確
保
し
た
上

で
、
漁
港
施
設
等
を
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
、
漁
港
施
設
等
活
用
事
業
な
ど
の

事
業
が
新
た
に
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
渡
は
、
四
方
を
海
に
囲
わ
れ
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
海

業
に
と
っ
て
は
非
常
に
魅
力
的
な
島
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
水
産
庁
舎
で
は
、

今
年
一
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着

任
さ
れ
た
舩
橋
さ
ん
と
連
携
し
て
、
佐

渡
地
域
に
お
け
る
海
業
の
振
興
を
推
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。「
海
業
に
新
た

に
取
り
組
み
た
い
」、「
現
在
の
取
り
組

渡
わた

辺
なべ

　　慧
さとる

池
いけ

田
だ

　大
だい

悟
ご

新
採
用
職
員
紹
介（
普
及
担
当
）

県
指
導
普
及
員
紹
介

未来を拡く、広域漁協
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み
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
」、

な
ど
ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

佐
渡
地
域
振
興
局

農
林
水
産
振
興
部（
水
産
庁
舎
）

振
興
課
　
水
産
業
普
及
指
導
員

新
年
度
か
ら
佐
渡
水
産
庁
舎
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
梅
田　

樹
（
う
め
た　

い
つ
き
）
と
申
し
ま
す
。
佐
渡
水
産
庁

舎
は
二
つ
目
の
勤
務
地
で
あ
り
、
浜
プ

ラ
ン
、
舫
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
担
い
手

に
関
連
す
る
業
務
が
担
当
に
な
り
ま

す
。
出
身
は
、
秋
田
県
北
部
に
あ
り
ま

す
能
代
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
能
代

市
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
小
さ
い
頃

は
、
市
内
を
流
れ
る
米
代
川
で
川
魚
を

追
い
か
け
た
り
、
海
で
生
き
物
観
察
や

釣
り
を
し
た
り
な
ど
活
発
に
過
ご
し
て

お
り
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
場
所
で
育
っ
た
こ
と

や
、
も
と
も
と
海
の
生
き
物
に
興
味
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
高
校
卒
業
後
は

新
潟
大
学
の
理
学
部
に
進
学
し
、
生
物

学
に
つ
い
て
主
に
学
ん
で
お
り
ま
し

た
。
研
究
室
配
属
後
か
ら
同
大
学
大
学

院
の
修
士
課
程
修
了
ま
で
は
、
佐
渡
島

の
砂
浜
の
中
で
生
活
し
て
い
る
無
脊
椎

動
物
を
対
象
と
し
た
研
究
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
し
た
。
研
究
を
通
し
て
は
、

辛
抱
強
く
取
り
組
む
こ
と
や
目
標
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
方
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
学
び
は
仕
事
に
就
い

て
か
ら
も
い
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

新
採
用
時
は
長
岡
市
に
あ
る
内
水
面

水
産
試
験
場
の
資
源
課
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
担
当
魚
種
は
ア
ユ
で
、
そ
れ

ま
で
の
自
分
に
と
っ
て
な
じ
み
が
あ
ま

り
な
い
魚
種
で
あ
っ
た
た
め
、
諸
先
輩

方
の
助
け
も
得
な
が
ら
精
進
し
て
お
り

ま
し
た
。
仕
事
を
通
し
て
ア
ユ
の
友
釣

り
も
は
じ
め
、
他
に
は
な
い
引
き
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

佐
渡
水
産
庁
舎
に
異
動
と
な
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
は
内
水
面
か
ら
海
、
職
種

も
研
究
か
ら
行
政
と
変
わ
り
ま
し
た

が
、
水
産
振
興
の
た
め
に
働
く
点
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
力

も
お
借
り
し
な
が
ら
、
よ
り
県
の
水
産

振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

梅
うめ

田
た

　樹
いつき
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人 事 往 来
系統団体人事異動

［信漁連］

日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 8年 3月 1日付

本店総合企画部長 統括支店長兼業務部長 市 橋　康 晴

統括支店長兼業務部長 業務部次長 清 水　　 裕

業務部次長代理 業務部調査役 宇 沢　剛 志

総務部次長代理 総務部調査役 広 川　隆 俊

［基金協会］

日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 8年 7月 1日付 副理事長 執行役員 安 澤　　 弥

令和 8年 4月 1日付 主任 主事 高 橋　亜 子

［共水連］

日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 8年 7月 1日 契約職員 ─ 鈴 木　珠 生

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
水
産
振
興
協
会

令
和
八
年
四
月
よ
り
採
用
し
て
い
た

だ
き
村
上
事
業
所
で
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

出
身
が
兵
庫
で
今
ま
で
水
産
に
関

わ
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
仕
事
も
新

潟
県
で
の
暮
ら
し
も
初
め
て
な
こ
と
が

多
く
、
毎
日
新
し
い
色
々
な
体
験
を
多

く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

生
き
物
相
手
の
仕
事
で
す
の
で
、
一

つ
の
ミ
ス
が
大
き
な
問
題
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と

こ
ろ
や
難
し
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
確
実
に
少
し
ず
つ

で
も
業
務
を
こ
な
し
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
頑

張
り
ま
す
！

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

�

新
潟
支
店

令
和
七
年
十
二
月
に
東
日
本
信
用
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
に
入
会
し
、
新
潟

支
店
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
今
野
美
優

と
申
し
ま
す
。

入
会
後
、
半
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
も
多

く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
先
輩
方
に
追
い
つ
け

る
よ
う
日
々
努
力
し
、
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

尾
お

﨑
ざき

　敬
けい

太
た

今
こん

野
の

　美
み

優
ゆ

系
統
団
体
職
員
紹
介

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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越
前
水
産
株
式
会
社

�

代
表
取
締
役
　
越
前 

隆
夫

漁 

船 

名　

第
七
十
五
越
前
丸

ト 

ン 

数　

十
九
ト
ン

漁
業
種
類　

定
置
網
漁
業

竣
工
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
漁
・
航
海
安
全
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
四
月
八
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
都
道
府
県
会
館
で
混
迷
を

極
め
る
中
東
情
勢
を
受
け
、「
漁
業
用

燃
油
の
安
定
的
な
確
保
を
求
め
る
緊
急

漁
業
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｆ

全
漁
連
・
坂
本
会
長
は
燃
油
高
騰
に
直

面
し
て
直
接
行
動
を
起
こ
し
た
二
〇
〇

八
年
当
時
の
全
国
一
斉
休
漁
に
言
及
、

「
そ
れ
以
上
の
危
機
で
は
な
い
か
と
思

う
」
と
声
を
上
げ
た
。

漁
協
系
統
を
統
べ
る
組
織
と
し
て
燃

油
や
資
材
を
「
急
激
な
値
上
げ
を
防
ぐ

形
で
供
給
す
る
使
命
が
あ
る
」
と
述

べ
、「
漁
業
者
一
丸
と
な
り
、
う
ろ
た

え
る
こ
と
な
く
漁
業
生
産
を
続
け
な
が

ら
窮
状
を
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
決
意

表
明
し
た
。

会
議
に
は
、
自
民
党
水
産
政
策
推
進

議
員
協
議
会
の
鈴
木
俊
一
会
長
と
浜
田

靖
一
幹
事
長
が
参
加
、
漁
業
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
ほ
ぼ
燃
油
が
占
め
て
い

る
と
い
う
現
状
に
寄
り
添
い
、「
漁
業

者
の
皆
様
の
声
を
受
け
止
め
て
全
力
で

汗
を
か
く
」
を
約
束
し
た
。

当
日
は
、
水
産
庁
の
藤
田
仁
司
長
官

や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
情
勢
報
告

を
受
け
た
後
、「
漁
業
用
燃
油
等
の
安

定
的
な
確
保
を
求
め
る
緊
急
決
議

（
案
）」
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
坂

本
会
長
か
ら
鈴
木
会
長
に
要
望
書
を
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
よ
り
寺
尾
会
長
と
五
十
嵐
専
務

が
出
席
し
、
後
日
新
潟
県
選
出
自
民
党

国
会
議
員
六
名
に
対
し
、
本
県
漁
業
が

抱
え
る
窮
状
の
説
明
と
こ
の
度
の
要
望

に
つ
い
て
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
中
東
情
勢
に
つ
い
て
は
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
や
そ
れ
ら
に
よ
る
ナ

フ
サ
の
供
給
不
安
に
伴
い
度
重
な
る
値

上
げ
や
出
荷
調
整
等
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
仕
入
れ
先
と
の

交
渉
を
重
ね
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

本
件
に
係
る
会
員
漁
協
か
ら
の
説
明

等
ご
要
望
が
あ
れ
ば
本
会
役
職
員
が
積

極
的
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
今
後
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

自
民
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議
会
　

懇
談
会
の
様
子

写
真（
左
）
わ
し
お 

英
一
郎

�

衆
議
院
議
員

写
真（
右
）
寺
尾
会
長

祝 

新
造
船
建
造

漁
業
用
燃
油
の
安
定
的
な
確
保
を
求
め
る
緊
急
漁
業
代
表
者
会
議

�

及
び
自
民
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議
会
・
懇
談
会
出
席
に
つ
い
て

気象聞いたか、備えはよいか
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�

水
産
課
　
団
体
・
企
画
係

こ
の
た
び
令
和
八
年
三
月
十
一
日
に

水
産
庁
に
て
標
記
表
彰
が
農
林
水
産
省

本
館
七
階
講
堂
で
開
催
さ
れ
、
新
潟
県

か
ら
『
長
岡
・
寺
泊
地
域
水
産
業
再
生

委
員
会
』
の
取
組
が
農
林
水
産
大
臣

賞
、
水
産
庁
長
官
賞
に
次
ぐ
、
全
国
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
同
地

域
で
の
神
経
締
め
ブ
ラ
ン
ド
「
寺
神
」

の
普
及
と
技
術
向
上
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
っ
て
魚
価
の
向
上
、
販

路
拡
大
に
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
ほ
か
、
近
年
漁
獲
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
エ
ソ
な
ど

低
・
未
利
用
魚
の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
点
も
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
の
水
産
物
の
供

給
、
地
域
一
体
で
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
連
携
し
た
取
組
が
地
域
そ
の
も
の
に

活
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
点
も

含
め
て
、
優
良
事
例
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
も
参
考
に
さ
れ
、
各
地

域
の
取
組
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

※�

受
賞
内
容
は
「
浜
プ
ラ
ン
優
良
事
例

表
彰
受
賞
事
例
」
で
検
索
し
て
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
７
年
度

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

�
優
良
事
例
表
彰
に
つ
い
て

写
真
　�

表
彰
式
の
様
子

（
前
列
右
か
ら

　
　
四
人
目
　
寺
泊
漁
協
・
青
木
組
合
長
）

　
　
五
人
目
　
全
漁
連
・
坂
本
会
長
）

ＪＦ共水連（全国共済水産業協同組合連合会）との連携強化：損害保険分野において、優れた補償の提供とサービスの向上を図るために、ＪＦ共水連との連携強化を継続してまいります。

【中央支店新潟支社】 〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島5-1　万代島ビルディング18F
TEL .（025）246-2018
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令
和
七
年
度
漁
船
海
難
遺
児
募
金
と

し
て
次
の
方
々
か
ら
善
意
の
募
金
を
戴

き
ま
し
た
。

合
計
二
六
六
、七
六
七
円
を
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
に
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

● 

内
田　

鉄
治

�

一
〇
五
、〇
〇
〇
円

● 

佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�

八
五
、八
九
七
円

● 

南
浜
朝
市

�

二
三
、一
八
五
円

● 

新
潟
漁
協
西
蒲
支
所

�

一
、六
七
二
円

● �

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
新
潟
支
店

�

四
、五
〇
〇
円

● 

日
本
漁
船
保
険
組
合
新
潟
県
支
所

�

九
、〇
〇
〇
円

● �

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

新
潟
県
事
務
所

�

三
、〇
〇
〇
円

● 

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
新
潟
支
所

�

四
、六
六
五
円

● 

新
潟
県
水
産
振
興
協
会

�

一
〇
、〇
〇
〇
円

● 

共
水
連
北
陸
事
業
本
部
新
潟
支
店

�

四
、〇
〇
〇
円

● 

新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

�

一
五
、八
一
五
円

● 

そ
の
他

�

三
三
円

皆
様
方
か
ら
の
善
意
の
募
金
は
、
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
の
奨
学
生
に
対
し

て
貴
重
な
学
費
の
一
部
と
し
て
定
期
的

に
送
金
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
漁
船
海
難
遺

児
募
金
へ
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
で
は
、
新

潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
取
り
組

む
魚
食
普
及
推
進
事
業
（
公
益
社
団
法

人 

新
潟
県
水
産
振
興
協
会
助
成
事
業
）

の
一
環
と
し
て
、
令
和
六
年
度
よ
り
県

産
水
産
物
の
味
覚
情
報
の
収
集
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
県
産

水
産
物
の
味
覚
情
報
か
ら
美
味
し
さ
を

可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
販
売
促
進
に

繋
げ
、
更
に
は
県
産
水
産
物
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
県
産
水
産
物
と
し

て
、
県
ブ
ラ
ン
ド
推
進
品
目
及
び
県
プ

ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
選
定
さ
れ
て
い

る
「
の
ど
ぐ
ろ
（
ア
カ
ム
ツ
）」
を
対

象
と
し
て
、
味
識
別
装
置
（
味
覚
セ
ン

サ
ー
）
を
用
い
て
味
覚
情
報
を
収
集
し

ま
し
た
。
味
覚
セ
ン
サ
ー
と
は
、
人
の

舌
と
同
じ
よ
う
に
味
を
識
別
し
、
相
対

的
に
数
値
化
す
る
機
械
で
あ
り
、
口
に

含
ん
だ
際
の
味
覚
（
先
味
）
と
し
て
、

旨
味
、
苦
味
雑
味
、
酸
味
、
塩
味
、
渋

味
刺
激
を
、
飲
み
込
ん
だ
後
に
残
る
味

覚
（
後
味
）
と
し
て
、
旨
味
コ
ク
、
苦

味
、
渋
味
を
測
定
し
ま
す
。
な
お
、
本

研
究
で
は
脂
肪
分
を
除
外
し
た
魚
肉
を

測
定
に
用
い
、
魚
肉
そ
の
も
の
の
味
を

分
析
・
評
価
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
取
組
結
果
は
、
本
誌

四
五
〇
号
に
お
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
の
ど
ぐ
ろ
の
味
覚
情
報
を
測
定
し

た
結
果
、
い
つ
で
も
美
味
し
い
の
ど
ぐ

ろ
で
も
漁
獲
時
期
に
よ
っ
て
味
に
違
い

が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
令
和
七
年
度
は
、
の
ど
ぐ
ろ

の
漁
獲
時
期
に
よ
る
味
の
違
い
を
詳
し

く
検
討
し
ま
し
た
。

の
ど
ぐ
ろ
は
、
県
内
で
一
～
十
月
に

漁
獲
さ
れ
た
三
〇
〇
～
八
〇
〇g
程
度

の
も
の
を
用
い
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
で
測

定
し
た
結
果
、
八
、
九
月
の
の
ど
ぐ
ろ

は
他
の
時
期
と
比
べ
て
、
旨
味
や
苦
味

雑
味
が
強
く
示
さ
れ
ま
し
た
（
図
）。

旨
味
は
、
ア
ミ
ノ
酸
等
に
由
来
す
る
旨

味
成
分
の
強
さ
で
あ
り
、
苦
味
雑
味

は
、
旨
味
と
掛
け
合
わ
さ
る
こ
と
で
味

わ
い
に
深
み
を
持
た
せ
、
素
材
の
味
を

底
上
げ
す
る
成
分
を
評
価
す
る
も
の
で

す
。
他
の
測
定
項
目
に
つ
い
て
は
、
漁

獲
時
期
に
よ
る
違
い
は
ほ
と
ん
ど
確
認

さ
れ
ず
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
品

質
特
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

の
ど
ぐ
ろ
の
美
味
し
さ
に
つ
い
て
多

く
の
方
々
は
脂
の
の
り
を
大
切
に
し
ま

す
が
、
今
回
の
結
果
か
ら
、
八
、
九
月

は
脂
の
の
り
に
加
え
て
、
魚
肉
そ
の
も

の
の
旨
味
の
強
さ
と
コ
ク
深
さ
が
両
立

し
た
、
濃
厚
で
奥
行
き
の
あ
る
味
わ
い

が
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
時
期
で
あ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
年
間
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
味
覚

デ
ー
タ
の
収
集
に
よ
り
、
の
ど
ぐ
ろ
の

味
に
関
す
る
傾
向
が
少
し
ず
つ
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
研
究
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
は
、
新
潟
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
と
協
力
し
、
県
産
魚
の

付
加
価
値
向
上
や
消
費
拡
大
に
向
け
た

基
礎
資
料
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

水
産
海
洋
研
究
所
で
は
、
今
後
も

様
々
な
県
産
水
産
物
の
測
定
、
分
析
を

実
施
し
、
引
き
続
き
、
新
潟
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
と
連
携
し
て
県
産
水
産

物
の
価
値
向
上
や
消
費
拡
大
に
資
す
る

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
研
究
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
新
潟
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
、
公
益
社
団
法
人
新
潟

県
水
産
振
興
協
会
、
県
内
漁
業
協
同
組

合
及
び
所
属
漁
業
者
の
皆
様
、
並
び
に

株
式
会
社
大
庄
総
合
科
学
新
潟
研
究
所

の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

味
覚
デ
ー
タ
に
よ
る
の
ど
ぐ
ろ
評
価

図　旨味−苦味雑味の味覚マップ

競争から共存共栄へ
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水　　揚　　情　　報
令和 8年 5月末現在� 単位：（㎏，％）

水揚市場
区分 水揚合計 新潟 岩船 山北 寺泊 出雲崎 上越 佐渡

R7.12月～R8.5月
累計 6,384,181 3,033,088 247,956 365,345 193,825 56,828 710,074 1,777,065

R6.12月～R7.5月
累計 6,306,694 2,947,299 235,591 305,539 160,267 67,169 600,131 1,990,698

増減（㎏） 77,487 85,789 12,365 59,806 33,558 -10,341 109,943 -213,633

前年対比（％） 101% 103% 105% 120% 121% 85% 118% 89%

地区別魚種ランキング12月～ 5月
� 前年対比：増加⬆　横ばい➡　減少⬇
新　潟 寺　泊

区　分
魚種ランキング

漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 さば（スケール） 1,952,772 ⬆ 1 まあじ 68,616 ⬆
2 べにずわいがに 372,074 ⬆ 2 ぶり 24,205 ⬆
3 まあじ 73,745 ⬇ 3 まだい 9,265 ⬇
4 わらさ 35,336 ⬆ 4 ひらめ 9,109 ⬆
5 まだい 33,704 ⬇ 5 つぶ 8,240 ⬆

岩　船 出雲崎
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら 33,445 ⬇ 1 まだら 16,493 ⬇
2 まいわし 33,022 ⬆ 2 ずわいがに 6,863 ⬆
3 ぶり 23,892 ⬆ 3 さざえ 4,950 ⬇
4 ひらめ 15,377 ⬇ 4 けがに 2,512 ⬆
5 かに 13,247 ⬇ 5 にぎす 2,212 ⬆

山　北 上　越
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら 44,746 ⬇ 1 まだい 190,632 ⬆
2 にぎす 38,739 ⬆ 2 まあじ 85,229 ⬇
3 ずわいがに 25,751 ⬆ 3 にぎす 72,875 ⬆
4 ひらめ 20,457 ⬇ 4 さば 54,597 ⬆
5 あかがれい 19,199 ⬆ 5 まいわし 25,130 ⬆

佐　渡
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 さば 208,116 ⬇
2 あじ 182,343 ⬆
3 ぶり 80,675 ⬇
4 さざえ 70,900 ⬆
5 いなだ 61,020 ⬆

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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売　　船　　広　　告　　1

船 名 弥彦丸

問合せ先
新潟漁業協同組合山北支所
TEL：0254-77-3141
担当：渡辺

船 質・ 総 ト ン 数 FRP・7.3トン

長 さ × 幅 × 深 さ 12.61×3.53×1.3

推
進
機
関

種類・馬力数 ディーゼル・90PS

形 式 6GX-ET

製 作 所 ヤンマー ＜写真等＞

設 備
無線、レーダー、
魚探、発電機、AIS

造 船 所 名 本間造船所

進 水 年 月 昭和63年 4 月

売 船 価 格 無償提供

売　　船　　広　　告　　2

船 名 栄幸丸

問合せ先
新潟漁業協同組合山北支所
TEL：0254-77-3141
担当：渡辺

船 質・ 総 ト ン 数 FRP・6.6トン

長 さ × 幅 × 深 さ 12.27×2.95×1.27

推
進
機
関

種類・馬力数 ディーゼル・324ｋｗ

形 式 6M105A-2

製 作 所 コマツ ＜写真等＞

設 備
無線、レーダー、

魚探、GPS、発電機、
AIS、リール

造 船 所 名 富樫造船所

進 水 年 月 昭和58年 8 月

売 船 価 格 要相談

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！
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最高級加水分解型船底塗料

表層の高濃度の防汚剤イオン層により、優れた防汚効力を発揮します

高活性加水分解ポリマーによって、表面更新性が優秀です

塗膜表面が平滑に研磨され、水中の摩擦抵抗が減少します

色がカラフルです

中国塗料株式会社
〒105-5516 東京都港区虎ノ門二丁目6番1号 虎ノ門ヒルズステーションタワー16F     
TEL: 03-6457-9307     Website:   www.cmp.co.jp

ご用命は最寄りの
漁業協同組合 購買課まで

あっぱれの特長

2kg 4kg レッドH ブルーH 黒H

■出力ファイル名:　 cmp_ad_250612(outline).ai
■データ形式：　Adobe Illustrator 2020 
■配置画像：　image001.jpg
■フォント：アウトライン処理済み
□広告サイズ：170mm(W)×118mm(H)
□水産にいがた

データについて

「あっぱれ」の防汚性能がさらにアップしました。
※ 製品改良に伴い光沢が若干増しており、仕上り感が従来品と若干異なります。

売　　船　　広　　告　　3

船 名 第二福喜丸

問合せ先
新潟漁業協同組合
岩船港支所
TEL：0254-56-7621

船 質・ 総 ト ン 数 FRP・8.5トン

長 さ × 幅 × 深 さ 13.58×3.38×1.55

推
進
機
関

種類・馬力数 ディーゼル・90ps

形 式 4PH

製 作 所 ヤンマージーゼル㈱ ＜写真等＞

設 備 魚探、発電機、超短波

そ の 他 エンジン不調

造 船 所 名 富樫造船所

進 水 年 月 平成 2年 4月

売 船 価 格 要相談
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新潟海上保安部

①①近近年年のの漁漁船船海海難難のの発発生生状状況況

②②事事故故対対策策

おお 知知 らら せせ

新潟県内における漁船海難は、昨年２隻発生しており、年々減少傾向にあり、

今年は６月末時点において海難の発生はありませが、例年、転覆事故や１人で乗船の

際に船内で負傷し、運航できなくなる事故が発生しています。

揚網作業等の作業中に負傷する事故は、ロープ、船体動揺等の作作業業環環境境に十分

注意すると共に、見見張張りりをを確確実実にに実実施施し他船の動向に注意してください。

また、漁に出る際は当日の体調面も考慮し、無理のないよう注意してください。

万が一に備えて、ラライイフフジジャャケケッットトのの着着用用徹徹底底、連連絡絡手手段段のの確確保保、海海のの事事件件事事故故はは

「「１１１１８８番番」」を忘れずに覚えておいてください。洋上では携帯電話の電波が弱いエリア

もありますので、必要時に確実に連絡可能な状態を確保してください。

【【問問合合せせ先先】】

新新潟潟海海上上保保安安部部 交交通通課課
℡℡ 002255--224444--11000088
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新新潟潟県県内内のの漁漁船船海海難難発発生生状状況況
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税
関
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
脅
か
す
不
正
薬
物
や

銃
器
な
ど
の
密
輸
を
撲
滅
す
る

た
め
に
日
々
取
締
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

令
和
七
年
の
税
関
で
の
不
正

薬
物
の
押
収
量
は
、
約
三
千
二

百
十
一
キ
ロ
と
な
り
、
令
和
元

年
以
来
六
年
ぶ
り
に
三
ト
ン
を

超
え
、
過
去
二
番
目
を
記
録
し

極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
令
和
七
年
六
月
、

東
京
税
関
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
到
着
し
た
海
上
貨
物
か

ら
段
ボ
ー
ル
に
隠
匿
さ
れ
た
大

麻
草
約
一
ト
ン
を
摘
発
・
押
収

し
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
摘
発
さ
れ
る
不

正
薬
物
や
拳
銃
の
ほ
と
ん
ど
が

海
外
か
ら
の
密
輸
品
で
す
。

税
関
で
は
更
な
る
水
際
で
の

取
締
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
、
新
潟
県
の
長
い
海
岸
線
に

対
す
る
取
締
り
に
は
、
漁
業
関

係
者
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

身
の
回
り
で
何
か
不
審
な
こ

と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
新
潟

税
関
支
署
（
〇
二
五
―
二
四
四

―
九
三
一
四
）
又
は
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

税関から漁業関係者の皆様へのお願い

【大麻草約1トンを摘発】
令和 7年 6 月、東京税関において、ベトナ

ムから到着した海上貨物から、段ボール箱に
隠匿された大麻草約 1トンを摘発・押収しま
した。

【漂着物・漂流物に注意！】
沖縄県にて麻薬であるコカインが漂着し、
発見・摘発しました。
①　�令和 8年 1 月、沖縄本島読谷村海岸に
漂着したコカイン約 1キロ

②　�令和 8年 2 月、沖縄県宮古郡多良間村
海岸に漂着したコカイン約 1キロ

密輸情報提供
サイトは
こちらから▶

税関ホームページ
税関 検索


